
擬十第　　報　町　一題　　曲　　目七十月二十年七和昭

三九五四
五〇九五

六坪坪
九七七
回○-
割回国
及かか　明
蘭へへ
讃
堂

昭
和
七
年
十
二
月
十
七
日
襲
行

京
都
府
駁
膏
都
田
蓮
町

ハ
の
寮
に
満
ち
つ
1
無
事
本
校
増
改
築
の
大

西
　
　
　
岡

吉
　
山
　
径
∴
∴
太
　
郎

護
行
所
　
京
都
府
綴
喜
郷
国
邁
町
役
場

獅
蓮
町
長
　
吉
山
虎
三

昭
和
七
年
も
永
久
の
過
去
へ
?
、
篠
目
の
な
い
昨
今
!
、

牧
種
の
多
忙
と
年
末
の
雑
多
な
御
用
を
了
へ
、
騰
て
新
生

の
憲
気
に
週
へ
ら
れ
、
る
お
正
月
こ
そ
目
の
選
り
。
各
位
は

こ
の
歌
に
益
々
御
健
に
飴
念
な
き
お
仕
事
損
に
は
、
衷
心

よ
り
御
慶
藤
に
堪
へ
ま
せ
ぬ
。

借
で
皆
様
に
木
柏
の
様
な
経
済
的
難
関
に
足
ふ
み
の
、
昭

和
七
年
を
遽
ら
ふ
と
す
る
に
富
ま
り
し
て
、
臨
時
町
報
を

蛮
行
し
小
撃
校
舎
の
増
改
築
に
関
す
る
模
様
の
概
況
と
、

本
年
度
の
土
木
事
業
と
し
て
府
道
国
選
八
幡
線
六
薪
匿
抱

内
)
改
修
並
に
同
じ
く
田
遽
牧
方
線
(
河
内
街
道
登
詰
所

覇
よ
り
尻
ケ
池
に
達
し
ま
す
轡
曲
部
)
一
部
改
修
に
就
き

ま
し
て
、
大
体
の
読
明
を
申
上
げ
且
つ
昭
和
六
年
度
の
本

町
費
決
算
の
概
要
を
御
報
告
申
遊
べ
度
い
と
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
熟
読
下
さ
い
。

一
、
小
撃
校
合
増
改
築
の
模
様

前
鏡
に
於
て
申
遊
べ
ま
し
た
通
り
の
経
路
を
迫
り
を
し
て

愈
々
聾
校
の
増
改
築
を
致
す
苺
に
な
り
、
去
る
参
恩
給

日
光
づ
整
地
に
工
を
起
し
、
四
月
五
日
、
買
得
し
ま
し
た

京
都
楼
蘭
校
の
一
様
材
料
到
着
を
見
初
め
、
四
月
十
三
日

整
地
の
工
事
天
体
の
終
了
を
挨
つ
て
、
翌
拾
四
日
、
地
鎮

祭
を
寒
行
致
し
ま
し
た
。
日
を
急
ぎ
拾
五
日
よ
り
校
舎
建

築
の
基
礎
工
事
に
着
手
し
、
轢
定
の
日
誌
に
滞
り
な
く
五

月
五
日
右
の
上
棟
式
を
行
ひ
ま
し
た
。

道
々
と
比
の
校
舎
が
容
を
調
ふ
に
従
ひ
忠
魂
碑
の
移
韓
、

校
庭
樹
木
を
移
植
す
る
籍
、
附
帯
工
苺
こ
れ
叉
順
を
邁
ひ

或
は
便
所
、
域
は
馨
西
南
の
投
合
を
、
又
職
員
室
の
移
輔

並
に
改
造
を
行
ふ
等
、
毅
に
全
く
工
事
の
輔
を
告
げ
建
築

委
員
各
位
を
初
め
撃
校
常
尊
者
、
エ
苺
労
務
者
の
等
し
く

不
眠
不
休
を
訴
ぶ
る
か
の
有
様
は
、
新
容
成
り
行
く
校
舎

を
眺
め
て
物
語
る
に
余
り
に
も
容
易
な
る
も
の
が
あ
り
ま

した。
七
月
式
捨
置
講
堂
の
鍵
張
に
際
し
御
輿
影
を
奉
還
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
篤
め
、
撃
事
関
係
者
と
職
員
生
徒
の
奉

遷
に
て
無
事
普
賢
寺
校
へ
御
安
置
を
見
ま
し
た
。

講
堂
旗
張
の
建
物
は
京
都
市
堀
川
高
等
女
馨
校
の
校
舎
を

之
れ
に
充
て
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
御
眞
影
奉
還
の
彊

後
工
事
に
手
を
染
め
、
一
方
今
一
棟
の
校
舎
は
桃
薗
校
よ

り
移
し
主
柱
ほ
と
ん
ど
薪
材
を
以
て
致
し
ま
し
た
比
の
校

合
は
、
九
月
中
旬
の
起
工
で
あ
り
ま
し
て
、
講
堂
は
八
月

式
捻
九
日
に
、
校
合
は
拾
月
参
日
に
各
々
上
棟
式
を
す
ま

し
、
共
に
爾
合
の
着
々
進
捗
に
嘗
っ
な
の
で
御
座
居
ま
す

中
に
も
講
堂
は
硬
餞
の
材
料
を
以
て
悠
久
の
堅
牢
を
期
し

た
の
で
あ
り
ま
す
,

か
く
て
日
月
を
重
ね
る
苺
約
拾
ヶ
月
を
踏
み
、
稽
く
去
る

拾
試
月
五
日
目
出
度
落
成
式
を
馨
行
し
、
蛇
の
目
長
官
閣

下
を
初
め
参
列
の
諸
士
よ
り
難
有
普
欝
、
親
灘
を
購
ら
れ

図
回
を
台
げ
な
の
で
御
座
あ
ま
す
。

毅
に
初
め
て
年
来
の
宿
望
が
現
聾
に
表
れ
ま
し
て
、
壁
童

に
狭
陸
不
完
備
を
諸
般
年
亘
っ
た
教
養
上
の
諸
設
備
も
、

や
し
面
目
を
一
新
す
る
の
得
ま
し
た
こ
と
は
、
之
れ
申
す

ま
で
も
な
く
一
重
に
町
民
諮
蒼
の
教
育
第
一
の
援
露
に
よ

る
賜
で
あ
り
誠
に
慶
事
の
極
み
で
御
慶
ゐ
ま
す
。

緩
り
に
こ
の
長
さ
工
事
中
関
係
者
各
位
の
熱
誠
な
監
督
の

御
努
力
に
多
謝
し
、
僻
で
撃
校
常
事
者
数
多
の
児
童
に
、

エ
苺
中
の
勉
撃
上
幾
多
の
支
障
を
敬
へ
て
輿
へ
し
点
砂
か

ら
ん
事
は
紙
上
に
て
深
く
御
詫
び
中
上
慶
い
と
存
じ
ま
す

何
袈
ひ
新
法
撃
園
に
相
應
し
い
益
々
撥
展
伸
張
の
域
に
、

満
ち
〈
て
お
り
ま
す
我
が
国
蓮
町
の
膵
架
に
幸
多
か
れ

と
お
斬
り
申
し
て
本
項
を
欄
筆
致
し
ま
す
。

小
寧
横
槍
改
築
の
工
軍
費
概
碁
は

左
の
通
い
で
す

総
計
、
金
登
萬
九
千
七
百
九
拾
六
園
也

一
、
敷
地
買
収
費
(
立
木
紺
儀
典
)

金
武
子
爵
百
六
拾
七
周

一
、
整
　
地
　
費
、
　
金
　
八
　
百
　
回

一
、
建
　
築
　
費
　
　
金
蕾
萬
五
千
参
百
拾
八
回
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、
設
　
備
　
費
,
　
金
五
百
八
回

机
楕
子
爵
板
購
入
電
燈
電
話
取
付
、
湯
番
場
設
備
等
、

植
木
移
植
及
大
雨
の
節
復
馨
材
料
及
人
夫

、
監
督
費
　
金
九
拾
試
囲
　
九
ケ
月
間
監
督
擁
宮
代

、
雑
　
費
　
金
八
百
拾
登
園

金
　
　
額
　
　
　
詭

二
、
土
木
事
業
に
親
で

皆
様
も
御
承
知
の
如
く
、
政
府
が
嚢
山
漁
村
の
匡
薮
と
、

失
業
者
救
済
の
目
的
で
施
策
さ
れ
ま
し
た
救
洒
土
木
事
業

案
が
質
現
化
さ
れ
、
本
年
度
よ
い
全
国
町
村
に
亘
っ
て
、

そ
れ
′
¥
施
行
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

本
町
も
こ
の
農
村
救
藩
士
木
事
業
に
ょ
り
ま
し
て
、
常
々

感
じ
を
が
ら
も
財
政
上
や
む
な
く
時
期
を
選
種
さ
れ
て
缶

り
ま
し
た
閑
適
国
選
、
八
播
線
(
薪
霞
地
内
)
改
修
工
事

を
是
非
こ
の
機
会
に
薄
手
し
、
平
素
の
不
便
な
通
路
に
酬

い
た
小
と
思
ひ
ま
し
て
、
本
案
の
決
定
せ
ら
る
」
と
瞳
に

.
へ
、
司
盛
に
申
請
致
し
て
お
き
ま
し
た
慶
、
幸
ひ
本
年
度
に
此

工
苺
を
賛
施
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
御
座
居
ま
す
。

雌
の
救
農
土
木
事
業
に
依
っ
て
右
の
府
道
改
修
を
行
ひ
ま

す
と
町
村
は
非
常
に
利
潤
を
享
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。

其
の
一
は
従
来
の
府
道
改
修
に
受
益
者
負
撥
と
し
て
、
其

の
繚
費
の
十
分
の
三
を
支
出
し
て
お
り
ま
し
た
も
の
が
、

十
分
の
一
に
低
減
さ
れ
た
こ
と
『

英
の
二
は
比
の
工
事
を
町
村
が
諮
負
着
と
な
っ
て
、
土
工

以
上
申
し
ま
し
た
特
異
な
、
両
も
有
利
な
方
法
に
ょ
り
ま

し
て
薪
囁
塊
肉
の
府
道
改
修
を
賓
行
す
る
苺
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
比
の
費
用
は
線
額
萱
萬
試
千
回
の
預
定
で
あ

り
ま
す
。
土
工
請
負
金
が
四
千
三
百
線
国
政
入
さ
れ
、
之

れ
に
て
明
年
三
月
中
旬
迄
に
全
く
完
成
を
期
す
れ
ば
宜
敷

、
の
で
す
同

比
稼
土
地
、
家
屋
の
移
轄
共
催
附
履
物
の
買
牧
交
渉
も
獲

り
ま
し
た
の
で
近
く
愈
々
着
工
の
筈
で
す
。

攻
に
河
内
街
道
の
一
部
(
尼
ケ
蘭
カ
ー
ブ
の
慶
)
改
修
は

英
費
用
、
用
鞄
買
収
費
と
工
事
費
を
合
せ
て
、
六
百
困
窮

の
預
定
で
、
あ
り
ま
し
て
、
費
用
金
額
府
費
受
難
と
言
ふ
至

極
結
構
な
工
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
救
護
事
業
に
ょ
る

も
の
で
な
く
、
し
か
も
全
く
本
町
怒
涛
に
何
等
の
支
障
な

く
し
て
通
路
が
改
善
さ
れ
る
講
で
あ
り
ま
す
。

因
に
繭
工
事
の
近
さ
日
に
竣
成
し
交
通
の
便
盆
に
糞
す
る

慶
至
大
な
る
を
信
じ
ま
し
て
皆
様
と
供
に
暮
れ
ゆ
く
年
を

追
懐
し
っ
!
芽
出
盛
新
年
を
週
へ
ま
せ
う
。

昭
和
六
寧
度
本
町
費

践
入
出
決
算
報
告

昭
和
六
年
壕
の
本
町
賀
茂
入
出
の
経
理
は
、
本
年
五
月
蓼

給
電
日
を
以
て
締
切
り
、
合
計
検
査
員
の
検
査
を
受
け
本

月
拾
五
日
町
合
を
開
き
ま
し
て
、
認
定
を
得
た
の
で
御
塵

居
ま
す
。

今
左
に
大
体
の
説
明
を
申
上
げ
ま
す
。

決
　
算
　
繚
　
額

一
、
金
武
萬
八
手
五
百
九
拾
登
園
八
拾
五
鎗
残
入
線
額

一
、
金
武
萬
六
千
蓼
百
五
拾
五
回
九
拾
六
銭
歳
出
総
額

一
、
財
産
よ
り
生
す
る
牧
入

金
参
百
九
拾
七
回
参
拾
五
銭
は

町
及
撃
校
基
本
財
産
の
駈
徳
利
手
段
積
金
利
子
と
登

、
:
講
所
貸
家
料
」
ヶ
年
分
の
収
入
金
　
′

二
、
使
用
料
及
手
数
料

金
高
官
爵
拾
四
囲
参
拾
五
銭
は

小
輩
綬
高
等
科
生
徒
の
授
業
料
、
証
明
、
)
戸
籍
の
手

数
料
と
町
税
滞
納
者
よ
り
受
く
る
督
促
手
数
料
の
枚

附
金
　
五
百
五
拾
試
問
蓼
拾
六
銭
は

憎
南
国
憎
懐
は
烏
-
㌣
鴨
「

差
引
滞
算
璃
金
武
千
武
百
蓼
拾
五
回
八
拾
九
銭

以
　
下
　
説
　
明

!
∴
勝
∵
∴
∴
入

園
椀
や
府
碇
の
徴
収
金
に
野
す
る
助
成
交
附
金
蛇
の

交
附
金
が
皆
様
の
細
既
成
績
に
ょ
り
増
減
を
見
る
講

で
す

四
、
国
庫
下
渡
金
　
四
千
四
百
参
幹
事
団
蓼
恰
八
銭
は
　
〉

義
務
教
育
費
に
酎
す
る
園
廣
よ
り
の
下
渡
金

五
、
繰
越
金
i
雷
千
五
百
八
拾
六
回
七
拾
四
銭
は
ー
∴
′

昭
和
五
年
度
の
精
算
残
金
繰
越

六
、
雑
収
入
　
四
百
武
図
九
拾
銭
は

歳
計
現
金
の
一
時
預
金
利
子
と
不
用
品
責
却
代
と
徴

兵
旗
費
の
繰
番
金
戻
入
及
通
路
改
修
の
受
益
者
負
損

金
下
庚
並
に
郷
証
棚
倉
孫
種
油
へ
遊
侠
料
と
し
て
府

・
よ
り
交
附
金
　
　
績

七
、
町
　
税
∴
式
寓
四
百
七
輪
四
囲
ヒ
捻
七
銭
は

地
租
附
加
税
　
四
千
参
宮
拾
九
囲
五
拾
八
銭
　
　
)

特
別
砲
穣
附
加
穣
　
四
百
六
拾
憂
国
四
拾
銭

営
業
牧
釜
穣
附
加
挽
　
三
百
七
拾
武
図
参
拾
電
鍵

府
既
家
屋
碗
附
加
税
　
千
二
百
八
拾
六
回
九
拾
九
銭

府
穣
替
業
挽
附
加
税
　
四
百
式
拾
五
回
五
銭

府
税
雅
趣
穣
附
加
税
　
武
子
式
百
参
拾
武
図
七
輪
九
銭

特
別
挽
戸
数
割
　
萱
萬
登
千
参
百
七
拾
四
壁
ハ
捻
霊
銭

八
、
府
補
助
金
　
八
拾
参
園
は

商
工
統
計
費
の
補
助
、

青
年
訓
練
所
の
補
助
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金
牧
人

九
、
寄
附
金
∴
霊
百
参
拾
武
図
は

桐
山
徳
重
民
よ
り
月
額
五
回
の
寄
附
と
議
員
よ
り
軽
く

用
輝
健
の
年
額
寄
附
、
撃
務
委
員
よ
り
委
員
手
嘗
隼

・
額
の
寄
附
等

以
上
合
計
式
萬
八
千
五
百
九
拾
霊
園
八
拾
五
銭

壊

　

′

　

　

出

一
、
滴
証
資
　
金
電
百
四
回
は

郷
証
及
相
浦
三
証
の
遊
侠
荊
餞
徳
島
料

二
、
合
議
襲
　
金
六
拾
七
回
参
拾
銭
は

議
員
襲
用
擁
償
及
其
他
町
宮
の
諸
費
用

≒
役
場
費
　
金
六
千
愛
育
拾
因
図
八
拾
銭
は
.

町
長
以
下
役
場
吏
員
七
名
及
寝
長
、
院
長
代
理
者
の

報
酬
並
に
給
料
と
役
場
使
丁
、
各
恒
使
丁
の
給
料
共

通
役
場
に
必
要
の
諸
蔑
及
修
繕
費
等

四
、
土
木
費
　
金
参
百
四
拾
七
回
七
拾
登
銭
は

町
道
及
橋
梁
の
讃
修
繕
費
等

五
、
小
聾
校
費
金
霊
萬
式
千
五
百
七
拾
参
図
九
拾
四
銭

撃
校
長
以
下
先
生
の
給
料
と
小
便
の
給
料
及
旗
費
、

生
徒
奨
励
賞
輿
輿
他
聾
校
必
要
の
諸
経
費
及
校
舎
の

修
繕
費
等

六
、
質
業
補
習
馨
校
費
金
武
百
聞
拾
六
回
参
拾
六
銭
は

無
住
先
生
七
名
の
手
嘗
及
生
徒
奨
励
費
と
必
需
経
費

′

　

筆

　

　

　

　

　

　

卜

七
、
膏
年
訓
練
所
費
金
卿
百
五
拾
武
図
九
拾
五
銭
は

主
管
及
指
導
員
の
給
料
と
旗
蔑
其
他
訓
練
用
鼻
糞
講

習
食
費
等

八
、
地
方
改
良
費
金
董
古
参
捻
萱
園
参
捻
六
銭
は
、

敬
老
禽
蔑
及
聯
合
衛
生
合
壁
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九
、
倍
薬
療
壕
防
賞
　
金
六
拾
九
回
参
拾
武
関
は

町
警
手
嘗
軽
症
用
薬
品
代
、
清
潔
法
施
行
贅
停
染

病
患
者
稜
生
に
依
る
贅
凧
等

一
〇
、
救
助
費
　
金
参
図
式
拾
銭
は

行
路
貧
困
者
二
名
救
助

一
一
、
警
備
費
　
金
七
百
六
拾
八
国
正
拾
銭
は

組
頭
以
下
役
員
の
手
管
、
出
初
式
▼
年
末
警
備
出
火

出
動
等
の
手
常
及
退
職
者
記
念
品
代
英
他
軸
筒
修
繕

お
り
ま
す
。

裳
等
の
費
用

三
・
財
産
費
金
武
百
七
拾
五
回
六
拾
六
銭
は

役
場
、
撃
校
、
登
記
所
の
火
災
保
険
料
と
駐
在
所
二

ヶ
所
の
修
繕
費
及
謹
話
所
等
の
借
地
料

三
一
、
諸
碗
及
負
擬
　
金
武
千
式
百
六
拾
八
回
四
拾
銭
は

園
府
の
碗
金
及
組
合
病
院
の
負
債
償
還
金

一
四
、
雑
支
出
　
金
拾
六
回
式
拾
武
関
は

徴
兵
旗
嬰
の
、
線
番
金

一
五
、
基
本
財
産
造
成
費
　
金
九
治
国
は

指
定
積
立
金

二
ハ
、
基
本
財
産
積
度
　
会
八
百
八
拾
蓼
園
は

町
基
本
財
産
及
壁
校
基
本
財
産
の
黄
浦
積
庚
金

一
七
、
寄
附
金
豊
千
五
百
回
は

奥
戸
地
内
入
口
改
修
工
費
の
受
益
者
負
騒
金

一
八
、
補
助
金
武
百
四
拾
参
園
武
拾
銭
は

教
育
部
含
、
青
年
団
、
魔
女
含
、
婦
人
合
へ
の
指
定

補
助
及
親
和
禽
ペ
の
補
助
金

以
上
合
計
金
武
聾
ハ
千
愛
育
五
輪
五
回
九
拾
六
銭

比
の
歳
入
と
歳
出
と
の
差
引
が
所
謂
頭
書
の
精
算
残
金
で

あ
り
ま
し
て
雌
の
残
金
の
内
昭
和
七
年
度
に
繰
越
金
と
し

て
金
萱
千
八
百
回
は
其
の
使
途
に
活
属
さ
れ
残
り
金
四
百

参
拾
五
回
八
拾
九
銭
が
純
剰
飴
残
金
と
し
て
繰
越
さ
れ
る

講
で
御
座
居
ま
す
。

圏
兵
事
課
便
り
　
主
任
よ
り

昭
利
七
年
度
徴
兵
検
賓
成
績

去
る
八
月
九
日
京
都
聯
除
塵
徴
兵
著
(
田
蓮
町
郡
襲
禽
集

合
揚
)
に
於
て
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
嘗
町
よ
り
受
験
さ
れ

た
粧
丁
人
員
及
成
績
は
左
の
通
り
で
す

抽
銭
は
九
月
二
十
三
日
宇
治
町
公
合
壁
に
於
で
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

○
受
験
番
線
人
員
　
　
　
三
十
四
名

(
内
現
役
志
願
者
二
人
、
入
寄
留
竺
人
を
含
む
)

○
徴
兵
検
査
の
成
績

甲
種
合
格
者
　
　
　
七
　
名

幹
部
候
補
生
志
願
戸
主
籍
太
郎
長
男

監
護
外
第
四
番
戸
主
藤
吉
次
男

歩
兵
　
第
七
番
戸
主
力
　
松
　
孫

歩
兵
第
二
十
六
番
戸
主
足
　
音
攻
男

野
砲
兵
第
五
番
戸
主

野
砲
兵
第
六
番
戸
主

弼
三
長
男

一
郎
長
男

工
兵
第
二
番
戸
主
源
三
郎
三
男

北
綾
　
善
一

西
川
　
登
秋

久
保
　
武
蔵

北
尾
)
霞
定

中
川
　
正
勝

竹
村
　
秀
夫

北
村
　
渡
太

北
壁
二
君
は
去
る
十
二
用
言
奈
良
歩
兵
第
三
拾
八

聯
隊
へ
入
管
せ
ら
れ
ま
し
た
。

西
川
監
秋
君
外
五
名
は
明
昭
和
八
年
一
別
二
十
日
伏
見

各
隊
へ
入
管
の
筈
で
す
。

第
一
乙
穣
　
　
　
四
　
名

内
一
人
は
第
二
補
充
兵
に
編
入

第
二
乙
程
　
、
拾
武
名

内
西
村
絡
爽
君
は
幹
部
候
補
生
志
願
兵
と
し
て
拾
試
用

霊
日
奈
良
歩
兵
第
三
十
八
聯
隊
へ
入
管
せ
ら
れ
国
名
は
F

第二補充兵に編入　　　　　　　　、
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◎
徴
兵
適
齢
眉
に
裁
て

昭
和
八
年
徴
兵
適
齢
者
は
大
正
元
年
拾
前
月
武
旧
よ
り
大

正
武
年
捻
武
月
嚢
日
ま
で
の
間
に
於
l
て
出
生
さ
れ
た
方
で

す
。
戸
主
は
家
族
中
(
本
人
戸
主
の
場
合
を
含
む
)
右
期

間
内
に
出
生
さ
れ
た
者
あ
る
時
は
適
齢
属
を
一
月
中
に
本

籍
鞄
の
市
町
村
長
に
層
出
払
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
届
出
の
目

時
は
何
れ
役
場
よ
り
決
定
の
上
通
知
ゐ
た
し
ま
す
。

◎
寄
留
抱
に
於
て
徴
兵

三
十
一
日
迄
に
寄
留
地
の
町
村
役
場
へ
出
頭
し
其
の
旨
願

◎
海
軍
志
願
兵
徴
募
検
萱

左
譲
の
日
時
馨
廟
に
て
昭
和
八
年
度
海
軍
志
願
兵
徴
募
験

塔
屋
域
行
さ
れ
ま
す
。
滞
米
常
闇
海
軍
々
人
と
し
て
立
志

ん
と
す
る
有
憲
の
青
年
は
奮
っ
て
志
願
さ
れ
む
薯
を
!

霊
の
方
は
役
場
へ
衆
て
下
さ
れ
ば
軽
々
詳
細
に
亘

蔦
を
海
軍
志
願
兵
の
棄
な
ど
も
お
渡
し
致
し
ま
す

願
書
は
参
宮
拾
日
ま
で
に
役
場
へ
提
出
下
さ
い
、

ノ

　

′

　

諮

時
　
昭
和
八
年
三
月
二
十
日
午
前
八
幡

所
　
柄
欒
郡
木
津
町
公
爵
堂
∴

米
　
の
　
精
　
選

本
町
薬
篤
糞
豪
が
特
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
本
年
度
米
を

従
衆
の
普
通
精
選
法
に
止
め
る
の
と
、
之
を
一
層
精
選
に

努
め
ま
す
の
と
共
、
の
落
果
、
左
の
如
き
利
益
が
生
れ
る
と

言
ふ
賓
際
談
を
毅
に
御
照
合
致
し
ま
せ
う
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
す
の
諺
に
一
度
皆
様
も
却
脛
験
あ
つ

て
は
如
何
に
。
　
　
　
篤
　
塞
　
生

本
年
の
米
質
に
鑑
み
普
通
調
製
(
例
年
ナ
レ
バ
此
ノ
僅
儀

装
ス
ル
程
度
ノ
米
「
以
下
元
米
卜
穂
ス
」
)
の
米
を
一
庵
騎

遷
し
た
る
に
其
の
成
績
は
攻
の
如
し
。

供
託
品
種
　
河
内
穂
　
乾
燥
良
好

二
:
元
米
拾
釜
石
六
斗
六
升
　
等
級
は
等
外
の
見
込

、
右
の
元
米
(
普
通
調
製
米
)
を
久
田
式
萬
石
を
用
ひ
、
要

一
中
箱
鵜
米
華
墾
譜
欝
へ
余
震
拾
鏡

下
　
米
　
参
斗
閃
升
　
拾
登
銭
が
へ
金
蓼
図
七
拾
四
銭

小
　
米
　
蚤
斗
萱
升
　
措
　
銭
が
へ
　
金
堂
国
幹
銭

小
　
計
　
苗
斗
七
井
　
　
金
六
ノ
図
六
拾
四
銭

合
計
　
十
二
石
七
斗
七
升
　
二
斗
一
升
捨
)
を
得
た
り

右
の
清
遊
米
を
〇
二
十
八
俵
に
調
製
し
生
産
検
査
の
結
果

三
等
合
格
米
二
十
五
俵
∴
二
二
回
七
〇
か
i
へ
　
二
二
七
回

脚
等
合
格
米
　
三
　
俵
　
二
二
図
〇
か
へ
　
二
六
、
四
〇

申
下
小
米
の
代
償
-
　
　
　
　
　
　
六
、
六
四

合
計
賢
牧
人
金
武
百
六
拾
園
幽
銭

此
の
精
選
に
隼
人
を
属
し
た
れ
ば
自
営
五
十
銭
を
差
引

金
武
百
九
拾
九
回
五
拾
囲
鐙

以
上
で
元
米
を
精
選
せ
ず
生
産
検
査
を
受
け
等
外
の
等
級

に
て
こ
れ
を
費
却
す
る
時
(
三
園
三
〇
か
へ
)
二
百
四
拾

八
囲
参
拝
五
銭
の
攻
入
を
得
る
の
み
に
て
比
の
差
引
が
粟

↑
金
拾
霊
園
捻
れ
銭
の
別
条

筆
　
の
　
鎌
　
瀬

△
高
位
高
顕
の
名
士
を
招
き
去
る
佳
節
十
一
里
二
日
木
津

川
改
修
起
工
式
を
木
津
川
水
泳
場
に
於
で
盛
大
な
式
典
が

捧
げ
ら
れ
た
。
暁
の
日
天
気
嬬
朗
七
百
脅
線
名
の
出
席
者

等
し
く
所
願
は
エ
雷
の
滑
々
省
進
む
を
。

△
工
事
延
長
三
三
粁
約
(
八
望
)
エ
苺
見
張
牌
互
ケ
肇

◎
御

知

ら

　

　

せ

　

　

　

点

去
る
十
一
月
十
六
日
陪
審
員
候
補
者
粗
餐
を
執
行
致
し
ま

し
て
左
の
若
宮
銭
さ
れ
ま
し
た

大
字
田
邁
　
北
　
川
　
梅
　
太
　
郎

・
大
字
　
薪
　
北
　
尾
　
藤
　
撥

大
字
奥
戸
　
寺
　
本
　
武
-
喜
平

現
在
労
務
者
一
ケ
月
四
千
二
百
名
と
喜
ぶ
(
内
務
怨

△
喬
府
に
在
る
外
交
官
傑
物
松
岡
主
席
金
権
の
リ
ー
ツ

郷
に
艶
す
る
心
境
や
如
何
に
。
人
事
を
蒸
せ
ば
天
命
あ
り
、

だ
、
世
界
の
関
心
を
集
め
た
滴
洲
園
の
興
亡
双
肩
に
重
り

△
犬
養
景
気
の
夢
か
ら
醒
め
た
産
業
界
は
再
び
満
蒙
景
気

の
出
現
を
夢
み
た
。
五
・
一
五
事
件
は
蔚
藤
内
閣
を
出
現

し
恐
慌
に
常
画
し
た
我
が
脛
済
界
に
や
う
や
く
一
糠
の
光

唄
か
?
鶴
巻
は
下
る
物
領
は
騰
る
率
の
惑
い
は
米
ば
か
り

こ
れ
で
凄
家
に
何
が
あ
ろ
。
　
′

△
田
中
元
首
相
は
狭
心
症
、
充
年
十
一
月
寸
胴
日
毎
尭
宰

相
濱
口
氏
を
狙
壊
し
、
五
・
一
五
兵
農
事
件
は
政
夫
襲
線

理
を
陸
海
将
校
が
慶
も
あ
ら
う
に
官
慶
で
伸
し
、
二
月
九

日
井
上
前
蔵
相
を
三
月
六
日
園
塚
勝
男
を
共
に
一
帯
年
が

射
殺
し
た
。
森
田
前
京
都
市
長
が
こ
れ
叉
狭
心
症
と
は
前

出
鬼
没
の
ギ
ャ
グ
園
も
、
擁
滅
悪
法
の
年
、
年
末
厳
撃
滅

に
隙
も
な
し
だ
。
e
お
そ
ろ
し
や
の
年
早
く
去
れ
。

△
然
し
田
蓮
町
は
語
念
の
年
、
聾
校
は
建
つ
、
道
路
は
出

来
る
、
聾
見
よ
町
民
よ
新
興
国
選
町
に
永
遠
あ
れ
か
し
と


